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講演題目 

外食・中食店舗における「健康な食事・食環境」認証プロセスでの恩恵と負担 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【目的】 

外食・中食・事業所給食において、健康な食事を継続的に、健康的な空間（栄養情報の提供や受動

喫煙防止などに取り組んでいる環境）で提供している店舗や事業所を認証する制度として、「健康な

食事・食環境」認証制度がある。制度の基準は、厚生労働省の「生活習慣病予防その他の健康増進を

目的として提供する食事の目安」を基本とされており、認証は、日本栄養改善学会や日本給食経営管

理学会などの健康や栄養に関わる学術団体が認証審査に携わる健康な食事・食環境コンソーシアムが

実施している。通常の外食・中食店舗における食事の質を調査した複数の先行研究では、外食店舗の

定食や中食店舗の弁当における脂質と食塩相当量の多さや野菜の少なさといった課題が指摘されて

いる。自然に健康になれる食環境整備として外食・中食店舗の認証数を増加していくためには、認証

達成に向けた負担軽減策を明らかにすることが重要である。本研究では外食・中食の認証店舗を対象

に、応募から健康な食事（スマートミール）販売までの認証プロセスにおける負担と恩恵を質的記述

的に探索することを目的とした。 

【成果】 

認証制度の応募支援プロジェクトに参画した外食・中食店舗を対象とした。5 店舗を対象に半構造

化インタビューを実施し、認証制度への応募からスマートミール販売までの恩恵と負担を調査した。

出現頻度分析により頻出語を、共起ネットワーク分析により共起語を確認した。提出メニューのコン

セプトでは「野菜」「既存」が頻出し、「野菜―値段」などの共起、レシピ作成時の重視内容と負担内

容では「計量」「脂質」が頻出し、「脂質―多い」「自分―感覚」などの共起が確認された。認証の恩恵

と継続の課題では「メニュー」「お客」が頻出し、恩恵には「従業員―野菜―変わる」、課題には「ス

マートミール―認知」「メニュー―手間」などの共起が確認された。 

【今後の展望】 

半構造化インタビューでは、従業員の意識変化といった非金銭的な恩恵が挙げられた一方、認知度

の低さのほか、エネルギー産生栄養素の調整や計量といった作業負担が継続の課題として挙げられて

いた。認知度の向上には、地域での広告資源となりうる認証店舗自体の数の増加も必要となる。認証

を目指す店舗を増やすために、レシピの作成や調理での計量といった店舗の負担の程度と従業員の意

識変化などの恩恵の具体を示して啓発していくことが重要であると示唆される。 

 


